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BCPから思うこと…

　BCPがわが国で広まったのはいつのことか？事業継
続性や危機管理などの言葉が思い浮かぶが、2001年９
月11日のアメリカ同時多発テロのときの大手証券会社メ
リルリンチ（当時）の対応が端緒だという説がある。
　この会社はたまたま事件前の５月に全社大規模模擬
訓練を実施したばかりで、本社機能停止に備えた対策
を行っていた。航空機が巨大ビルに衝突という未曽有
の事件の７分後には対策本部を立ち上げ、20分後には
9,000名の従業員全員の避難を完了させた。BCPを策
定していたことが功を奏したのだ。
　今月号は大雨・土石流・津波・地震などの災害に見
舞われることの多いわが国で必須の災害対策としてこ
のBCPを特集しているが、企業や老健施設だけでなく、
我々自身の家庭でも同じことを考えなければならない
大切なこととして捉えるべきだと思う。
　災害や事件だけでなく、さまざまな要因で事業の継
続に支障をきたす場面がある。1993年９月に群馬県
六
く に む ら

合村（現中之条町）で立ち上げた六合温泉医療セン
ターは、ふるさと創生事業の時代の波に乗ってへき地
での新たな地域包括ケアとして誕生した。しかし東京
一極集中などによるへき地での人口減により、2,200名
だった人口が1,000名をきり、平成の大合併により村自
体も隣町に吸収されるという事態に陥った。経営難の
荒波により老健施設六合つつじ荘は、今年その役割を
終えた。事業は継続だけが命ではなく、時代の趨

すう

勢
せい

により閉じる勇気（決断）が必要なこともある。赤字た
れ流しでは、税金の無駄遣いにつながる恐れもある。
事業を立ち上げた本人とすると悲しい気持ちはぬぐい
きれないが…。
　長年続けてきたことが、読者の皆さんにもいろいろ
あろうかと思う。好きで始めたこともあれば、仕方な
く始めたことが長く続いていることもあろう。好きで一
緒になった夫婦生活も場合によっては破綻することも

ある。腰痛で介護の仕事ができなくなる場面もあろう。
人間は生き物である限り、健康問題は一生ついて回る。
これは避けられないが、リスクを減少させることはある
程度可能である。その例が、適正な体重管理や禁煙・
禁酒、運動の促進などだ。いわゆる生活習慣病の予
防だが、頭ではわかっていても癖・習慣から生活を改
めることにはどうしても苦痛が伴う。事業体も同じで、
防げることと防げないこととがあるが、起きてしまった
ことにどのように対処すれば被害を最小限にできるの
か…などのシミュレーションを事前にしておくことの重要
性は言を俟たない。
　そんなことを梅雨空の下でつらつらと考えているうち
に、ふと脳裏に浮かんだことがあった。子どものころ
の夢だ。聴診器をぶら下げて地域を駆け巡る近くのお
医者様の姿にあこがれて医学部をめざしたころの気持
ちがよみがえった。勤務医として30有余年活動してき
たが、医師をめざした本当の自分の気持ちに素直に応
じているのか…いまの生きざまに終止符を打つ決断を
した。はた目には突拍子もない決断にみえるかもしれ
ないが、自分の気持ちの継続性のために、この秋横
浜市金沢八景の地でクリニックを開業することにした。
　熱海での土石流被害、そしてこの原稿を書いている
いまも九州で大雨特別警報が発令され、テレビのアナ
ウンサーの声も上ずっている。さまざまな災害や事件に
巻き込まれないように備えること、そして万が一のとき
にはその被害を最小限に抑え込むこと、そして何より
老健施設は尊い人命を預かる場として、細心の対策を
とることの大切さを肝に銘じたいものだ。
　栄枯盛衰とはいうものの、悲しい結末を迎えるのは
誰しも嫌なもの。チャイコフスキーの名曲「1812年」を
聴くと、祝砲を上げるロシア軍を背に敗走するナポレオ
ンの姿が目に浮かぶ。因果応報とあきらめるのではな
く、転ばぬ先の杖を心がけたいものだ。
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